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友部層基底の不整合

茨城県の中部一水戸から笠間へかけて連たる海抜100㎜前後の丘陵地

には友部層(坂本･宇野沢1979)と浮ばれる成田層より一段と古

い第四系カミ広がっている.友部層はほとんどが海浜で形成された砂

層からなっておりかつては砂鉄が採掘されていた.この地層はき

わめて起伏に富んだ基底面でもって基盤の花開岩などに不整合に重な

っていることが一つの特色である.この不整合面の形態から友部

層の堆積当時の古地理も復元されている.写真は笠間市南部上

加賀田西方の小さな峠の切割り中央に白く突出しているのは基盤の花

樹岩でそこへ水平なラミナをもった砂層(友部層)がアバ別トしてい

る.唐福山麓のこの付近はかつては奇岩怪石が銭立する風光明媚

(?)た岩石海岸であったのであろう.そして急速な海面上昇のため

にほとんど原形を残したまま砂層の下に埋められてしまったのであ

ろう.今後道路の拡幅などによってこのすばらしい露頭が破壊さ

れたり隠されたりしてしまわたいようにと願っている.
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